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信念の研究は,主に 1950年代 か ら70年代 にかけて盛 んに行 なわれた態度研究
の 中には じま る (藤木,2000)。Rokeach(1968)は,「A belief is any simple
proposition, conscious or unconscious, inferred from what a person says or
does, capable of being preceded by the phrase  “I b lieve that…・ “。 (1言
念 とは,意識,無意識 を問わず,人が言 つた り,行動 した りす ることか ら推論 さ
れ る,“I believe that・・" で表 され る)」 と し,また,「An attitudes is a
relatively enduring organization of beliefs around an object or situation






念は価値にもなり,関連 した信念が集合 して信念体系を形成 し,この関連する信
















つているだけでなく,それ らの知識を状況の手がかりを利用 して柔軟に適用 しな
がら,授業とい う問題状況の各事象を関連づけて捉え,ただちに対応すべき教授
を考えたり,後の展開を予測できるという点で初任者よりも成長 していることを

















た,河村・藤村・粕谷・武蔵 (2004)は,教師のサポー トには,カウンセ リング
と教育実践についてのスーパービジョンが必要であるとし,Q―Uをそのための道
具 として開発 している。 これ らのことより,アセスメン トに基づいた日標設定




PDCAサイクルとは,Wo E.Demingの統計的品質管理のサイクル (設計 ―製造 ―
販売 ―市場調査・サービス時の試験)を原型にして,1952年東京工業大学教授・
水野滋の考案によるものである (星野,2013)。また,PDCAサイクルは,活動の
目標・計画 (P)を立て,それを実践 (D),評価 (C)し,フィー ドバックして次
の活動の改善 (A)に繋げるマネジメン ト用語 として知 られる (峯,2011)。昨今















































旬から学習発表会後の 11月下旬の約 2か月間とした(Table 2)。
Table l 調査協力者の属性
A教師 B教師 C教師 D教師
性  別 女 性 女 性 女性 女性
教職経験年数 19年目 4年目 9年目 1年目
担当学年 1学年 1学年 5学年 5学年
学級の児童数 30`名 28`名 22`名 224L
Table 2 調査観察一連の流れ



























































学習発表会とは関連のない授業 (国語・算数・生活/社会・理科 0体育・図工 0
音楽 0家庭科・学級活動)や朝自習前,朝自習,朝の会,帰りの会,放課後,給
食時,清掃時,休み時間における教師のはたらきかけと児童の様子を観察した。
場合によつては,登校時から下校時までの 1日を通 して観察 した。そして,Q‐U
を,9月下旬から10月上旬までに 1回,11月下旬に 1回,各学級で計 2回,実
施 した。これ らの結果を学級内で比較することで,教師のはたらきかけによる子
ども達との相互作用の影響を捉えることにした。また,1回目のQ一Uの結果を ,
学級や児童のアセスメン トの資料 として活用 しながら,担任教師の思いや考え ,
学級や児童の現状や課題を振 り返 り,今後の教師のはたらきかけについて,相互












Table 3 半構造化面接 (3回分)の柱 となる質問

















第 3章 結果 と考察
第 1節 学級経営における教師の信念
(1)半構造化面接の語 りの分類
教師4人の半構造化面接 (3回分)の語 りについて,逐語録を作成 した。面接
時間と逐語録の字数は,Table 4の通 りである。まず,これ らの逐語録を,学級
経営に関わる語 りとそれ以外に分類 した。次に,この学級経営に関わる語 りを精
読している中で,教師 4人に共通 して, 日標に関わる語 り,実践に関わる語 り,
リフレクションに関わる語 りの3つに,学級経営に関わる語 りを文章単位で分類
できることがわかつた。これ らを,大カテゴリーとする (Figure l)。そして ,
この目標に関わる語 りは,具体的な目標の語 り,日標の背景の語 り,方針の語 り
語 りの3つに,意味のまとまりとしての文章単位で分類することができた。これ
らを,中カテゴリーとする (Figure l)。さらに,小カテゴリーとして,Figure l
の通 りに,意味のまとまりとしての文あるいは文章に分類することができた。そ
のカテゴリーごとの定義や具体例をTable 5に示す。
Table 4 半構造化面接 (3回分)の面接時間 と逐語録の字数
1回目 2回日 3回目 合 計
A教師
面接時間 16分36秒 21ダ〉29秒 35分12秒 73分17秒
文字数 (字) 5016 6628 10431 22075
B教師
面接時間 12`か021少 30分6秒 22多)8秒 64`分16秒
文字数 (字) 4336 9552 7498 21386
C教師
面接時間 38分28秒 62分23秒 39分31秒 140`か22秒
文字数 (字) 11216 21375 15000 47591
D教師
面接時間 19`か501少 34分30秒 31分39秒 85分59秒

































Figure l 語 り内容の分析カテ ゴ リー
Table 5 語 り内容の分析カテゴリーの定義および例




























































Table 6 分析カテ ゴリー ごとにおける語 りの数 と割合















学級経営に関わる語り A教師 B教師 C教師 D教師
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語 り内容の分析カテゴリー (Figure l)によつて分類 した語 りの数と割合の結
果は,Table 6の通 りである。分類 した語 りの数の合計は,A教師が 192,B教
師が172,C教師が291,D教師が 120であつた。Table 6では,その語 り数を
100%とし,カテゴリーごとの割合を表 している。また,Table 7では,分析カ
テゴリーの内,大カテゴリー・中カテゴリーの語 りの数 と割合を示 している。
Table 7の結果から,A教師,B教師,C教師の 3人の教師は,「目標に関わる語
り」が約 75%弱,「実践に関わる語 り」と「リフレクションに関わる語 り」が ,
















ける教師の信念 を文章化す ることを試みた。その方法は,次の通 りである。
まず,逐語録 か ら,学級経営に関わ る語 りを大カテ ゴ リー,中カテ ゴ リー ,
小カテ ゴ リーに分類 した (Figure l)0(Table 5)。
次に,「具体的な 目標 の語 り」 を起点 とし,それぞれ の 「A:具体的な 目標
の語 り」の内容 に関連 した 「B:目標 の背景の語 り,C:方針 の語 り,D:実
践に関わる語 り,E:リフ レクシ ョンに関わる語 り」までの一連 の語 り (Aか
らEまでの一連 の流れ)を「学級経営 にお ける一連 の思考」とした (Figure 2)。
この 「学級経 営 にお け る一連 の思考 」 は,PDCAサイ クル に基 づ いてい る
(Figure 2)。












この 「学級経営 にお ける一連 の思考」 は,「学級経営 にお ける教師の信念」
を構造的に文章化す るための核 となるものである。Figure lによつて分類 され
た語 りが,この 「学級経営における一連 の思考」の どの部分 にあたるのかを明







の内容で7種類のカテゴリー (学級 0児童・授業・行事・ルール・ リレーショ
ン・教師自身)で分類する (Figure.2)。







































































































めた。その言葉を,ここでは「教師信念キーワー ド」とした (Table 9)。
最後に,「教師信念キーワー ド」に関連 した「学級経営における一連の思考」
の中で,日標に関わる語 りの中カテゴリー (具体的な目標の語 り,日標の背景
の語 り,方針の語 り)に着 日し,学級観,児童観,教師観の3つの観点から別々
に,内容をまとめた。その文章形態は,具体的な目標の語 リー日標の背景の語
リー方針の語 りの流れに基づき構造化 した (Figure 3)。これ らを,本研究に
おいて,「学級経営における教師の信念」と位置付ける (Table 10)。
文 章 構 造
Figure 3「学級経営における教師の信念」の文章構造



























表出カテゴリー数    表出カテゴリー名
悧観 自分達で 13        7         9 6      学li;早i;き,I;・
児童観 自信 5         7         2 4  児ぅ.′])∫;Ⅲ












表出カテゴリー数    表出カテゴリー名
学級観 つながる 7 6
児童観 自信 4         9         2 6     児;;[ぅ:」i才‖:#・












表出カテゴリー数    表出カテゴリー名
学級観 家のような居場所 5        10        2 5 糊穏たル
児童観 自分で考えて行動 3 7 ル#=腸胸鑑謗












表出カテゴリー数    表出カテゴリー名




? 何をすべきか考えて行動 9         9         1
獅観 信 頼 1          5         7 4     学級・児童。授業:教師自身
18
Table 10 学級経営における教師の信念



























































































































～してほしい)一日標の背景 (なぜかとい うと～だから)一方針 (そのために～
したい)」 といつた一連の思いや考え方をしている傾向があることがわかった。
このことから,「具体的な目標 (～したい 0～してほしい)一日標の背景 (なぜ




















Table 7で示 された,大カテ ゴ リーの語 りの数 と割合 に注 目して見てみると ,
その中で も,教師 4人の共通点は,「目標 に関わる語 り」に占める割合が,「実
践 に関わる語 り」や 「リフ レクシ ョンに関わ る語 り」の割合 よ りも高い ことが
わかった。そ して,「目標 に関わる語 り」の中で も,中カテ ゴ リー の 「目標 の
背景 の語 りの割合」が,「具体的な 目標 の語 り」や 「方針 の語 りの割合」 よ り
も,教師 4人に共通 して一番高 くなっていた (Table 7)。この こ とか ら,どの
教 師 も,自身が抱 く目標 の生 じる原 因や理 由を しつか りともつた上で,日標 と
ともに語 られてい ることが考 え られ る。
また,Table 6の小カテ ゴ リーの中での割合 の最大値 は,教師 4人に共通 し
て 「目標 の背景の語 り」の中で見 られた (Table ll)。しか し,その最大値 の
小カテ ゴ リー は,教師に よつて様 々であつた (Table ll)。この結果 よ り,な
ぜ その 目標 を抱 くにいたつたのか とい う原 因や理 由が,学級・児童 の実態や こ
21
れまでの経験によつて得 られた知識から生 じたもの (小カテゴリー名 :学級 。
児童理解)なのか,それとも,教師自身の理想や思い,見方や考え方から生じ
たもの (小カテゴリー名 :教師自身)なのか,そのどちらから生 じる思考かは ,







作 りを大切にしながら「自分達で」取 り組めるクラスを目標にしている。また ,
個々の力,個々 のめあてとして「自信」をつけてもらいたいと考えている。この




うな子ども達を育みたいのか (児童観)を,別々 の教師信念キーワー ドで抽出す
ることができた。
Table ll 小カテ ゴ リーの割合の最大値 とそのカテ ゴリー名 (Table 6より)
A教師 B教師 C教師 D教師
最 大 値 15.10% 14.53% 16.15% 23.33%
最大値の
中カテ ゴ リー名
目標の背景の話 り 目標の背景の語 り 目標の背景の語 り 目標 の背景の語 り
最大値の





















別していることがある。それが,Table 13のC教師 語 りである。
Table 13 学級集団 と個で話す内容を分けている実践例 (C教師 )
































Table 14 学級集団 と個の関係性 (A教師 )





















PDCAサイクルの実践 (D)にあたる部分である。 日標設定 (P)で掲げた,学
級観や児童観を実現するために,学級集団と個に対 してどのような手立てで,ど
のようにはたらきかけていくのかとい う視点がある。二つ 目は,Table 13に見
られるように,学級集団と個を構造的に認識 した視点である。この「自分の力を
高めるためには,集団が必要であり,その一方で,集団を高めようと思つたら個々
の力をつけていく」ことを感 じ取るには,数多くの実践や経験 とその振 り返 りと
改善がなければ語れるものではない。このような実践による知識は,「目標の背
景」となり,それが新たな学級観や児童観を支えるものにもなる。そして,新た








た。その撮影期間・撮影 日数・撮影時間は,Table 15に示す通 りである。
この観察調査で撮影された映像を,内容ごとに分類 した。その内訳は,学習発





を数えた。その結果は,Table 16の通 りである。          ~






A教 師 9月30日～H月28日 25 日 82時間 54分49秒
B教 師 10月1日～H月28日 21 日 83時間 38分01秒
C教 師 9月30日～H月27日 22 日 75時間 34分20秒
D教 師 9月30日～H月27日 24日 75時間 26分23秒
26
Table 16 撮影映像 中の授業数に対す る信念表出が見 られ る授業数の割合
Table 16の結果より,「学習発表会に向けた授業」において「学級経営におけ























学習発表会に向けた授業 ‖ H『7,7DЮ  l1 67.89D  8 
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A教師の「教師信念キーワー ド (教師観)」 は,「絶対に見捨てない」である。





























営における教師の信念 (児童観 )」 は,「自信をもつて,何でも積極的に取り組ん
でほしい。なぜかとい うと,間違えることを恐れ他人任せになってしまうところ
があるから。そのために,自分ができたという喜びや友達とのつながりからわか












ことか ら,大半の子 ども達が 「自分で,できた」 とい う「自信」を感 じていると
捉 えることができる。子 ども達に 「自信」 をもつてほ しい とい う B教師の思い
が,大半の子 ども達で,実現できてい ると言 えるだろ う。
【C教師】
Table 19 C教師の 「学級経営における教師の信念」表出場面




C教師の 「教師信念キーワー ド (教師観)」 は「私のまま楽 しむ」である。そ
して,「学級経営における教師の信念 (教師観)」 は,「私のままで,楽しくや り
たい。なぜかとい うと,自分が楽 しむことで,みんなが自然と楽 しくなつてほし
いから。そのために,冗談を言つたり,できるだけ隠さずに思つたことを伝えた
りしながら,何でも楽 しみたい。」である。さらに,Table 19の場面をよく表 し














いながら発表 したい。こんな楽しい 日々が毎 日続いたらいいな。」という「笑顔
で,楽しむ」とい う視点が何人かの子ども達に見られた。これは C教師の 「私
のまま楽しむ」姿勢が,子ども達に伝わつているものと考えられる。
【D教師】
Table 20 D教師の 「学級経営における教師の信念」表出場面


































この「自分達で」とい う言葉は,全撮影 日数 25日間の内,11日間で表出してい
































































































































































































に,友達と協力 し合 う関わ りの活動をたくさん取 り入れていきたい。」である。
そして,教師信念キーワー ド (学級観)は,「つながる」である。
まず,分析カテゴリーごとにおける語 りの数と割合 (Table 6)から,B教師
の「方針の語 り」の小カテゴリー 「児童同士」は 11.05%,また,「実践に関わ
る語 り」の小カテゴリー 「児童同士」は 5。23%であつた。小カテゴリーの 「児
童同士」は,「児童同士を関わらせながらはたらきかける」内容 として定義 して
いる。これらの値は,他の教師の値より高い値になっていた。
また,「学級経営における一連の思考 (方針の語 り)」 の中には,「友達と協力
して何かをする」,「友達同士をつないで,高め合わせていく」とい う内容があつ
た。また,「学級経営における一連の思考 (実践の語 り)」 の中には,毎日の朝の
会で「横を向いて隣の人とあいさつをしながらハイタッチや握手をする,お楽 し
み BOX(日直が,ゲー ムの書かれたカー ドを一枚引き,その内容をみんなで楽
しむもの)を導入するなど」といつた子ども達同士を関わらせる内容がたくさん
あった。B学級における朝の会のプログラムは,Table 22の通 りである。







































































































































念キーワー ド (児童観)は,「自分で考えて行動」である。この 「自分で考えて






語 りの中で「じやんけんで,何かを決めるのが嫌い。」と発言 していた。そして ,
実践場面でも,子ども達同士が押 し付け合いにならないように「じゃんけんで決
めることはやめてほしい」と何度か語つていた (Table 24)。しかし,始めは ,
じゃんけんはしないで決めてほしいと言いながらも,じゃんけんを認めることヘ



































































































は,異なる実践 (D')になっても, 日標設定 (P)を実現させるためのものなら



















給食当番全員に早 く教室の外に出るように,何度も指示を繰 り返 しているところ
である。 しかし,子ども達は,すぐに,準備に取 りかかろうとしなかつた。



















目標設定 (P)と実践 (D)の一貫 していた事例と異なるところである。目標設































































に,対話 を しなが ら,話を進 めた。その詳細 として,Table 27でD教師 と児童
との会話 のや りと りを取 り上げた。D教師の教師信念 キー ワー ド (児童観)は,
「何 をすべ きか考 えて行動」であつた。Table 25では,教師の一方的な指示で
子 ども達 を動かそ うとしていたが,Table 27では,教師 と子 ども達が ともに考
えなが ら,よりよい解決方法 を探 つている。コンサルテー シ ョンによつて,実態
と目標 をふ りか え り,日標 を達成す るための手立てを見直 し,改善 してい くこと
で,よりよい手立てを見つ けることができた。
この よ うに,手立てを見直 し改善 してい く流れ は,PDCAサイ クルで考えるこ
とができる。 日標設定 (P)と実践 (D)が一貫 した ものか を振 り返 り (C),よ
りよい ものへ と改善 (A)してい くことで,さらに,日標設定 (P)と実践 (D)
の一貫性 が保 たれ,あるいは,異な る手立てが見つか り,柔軟性 の幅 を広げるこ
ともできる。 これが,コンサルテー シ ョンの効果 である と考 え られ る。
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Table 27 D教師 と子 ども達 との給食準備 に関す る話 し合い
































Table 28は,面接 の中で,D教師の コンサルテー シ ョンに よる気づ きが語 ら
れてい る部分である。D教師は,数回の コンサルテー シ ョンの中で,「子 ども達
は,話すのが好 きで,関わることで,新しい発見があつた り,友達の考 えてい る
ことがわかつた り,思い出が増 えた り,関わ りを増や した方 がいい と実感 した。
一人一人 を考 えるきつかけになった。」と,子ども達 の実態 を語 つていた。また ,
「待つ姿勢 を大事 に したい。感情 にぶつ けるだけでな く,考えて行動すべ きであ
る。」 と,教師である 自分 自身 を振 り返 っていた。 この よ うに,コンサルテー シ
ョン時に,子ども達 の実態や教師である自分 自身 を振 り返 り,今後の見通 しをも
つ ことができた。
手立てや はた らきかけによつては,教師 と児童 との相互作用が うま くいかない
こともあるだろ う。しか し,教師 自身が子 ども達に身 につ け させ たい力 を振 り返
ることで,学級経営 における教師の信念 を伝 えることができ,かつ,児童の実態
に合 つた手立て を見つ けることがで きる。つ ま り,コンサルテー シ ョン時に ,
PDCAサイ クルでの リフ レクシ ョンを取 り入れ ることは,児童 の実態や教師であ

















成したいのか (学級観),その学級でどのような子 ども達を育みたいのか (児童
観),そして,そのためにどのような教師でありたいのか (教師観)」 について振
り返 り,今後の見通 しをはかつた。











て,そのために どの よ うな教師であ りたいのか (教師観 )」 について振 り返 り,
子 ども達 との相互作用 を見直 した こ とも正 の変化 を もた らした要 因の一つ と し
て考 え られ る。Figure 4～Figure ll,及び Table 30～Table 33は,各学級 におけ
る Q‐Uの結果 と変化 を示 してい る。














10月上旬 53.33 26.67 10.00 10.00
73.33 26.67






10月上旬 50.00 21.43 14.29 14.29
53.57 46.43






10月上旬 63.64 18.18 4.55 13.64
77.27 22.73






10月上旬 45。45 22.73 13.64 18。18
59.09 40。91
月下旬 59.09 9.09 4.55 27.27
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【A学級 10月上旬】
侵害行為認知群 10.0錨 承認得点 学級生活満足群 53.3%






















































侵害行為認知群 14.2銘     承認得点 学級生活満足群 50.0鰯
【B学級 11月下旬】










































































































非承認群 22.7昴    学級生活不満足群 27.27%
Figure 10 D学級の学級満足度尺度の結果プロット










































































(P)を実現させるための実践 (D)は,異なる実践 (D')になつても, 日標設
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付 録  「学級経営における教師の信念」の表出場面
4人の教師それぞれの「学級経営における教師の信念」が表出された実践場面を付録と







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月  日 (  )   時   分～ (30分程度 )
04月当初の学級のねらい
02学期の学級の目標















1資料⑥   コンサルテー ションシー ト




ね  ら  い 学級・児童の実態
◇学級・児童への手立て0はたらきかけ
項  目 手立て 0はたらきかけ
◇気になる児童の課題と支援
児 童 名 児 童 の 課 題 考えられる支援・活用できる資源 備考
◇その他

















番号・名前 児童の様子 個別対応 その他 0留意点
フィール ドノーツ
平成 年 月 日 (:～
年  組 (教科
No。
?



























先生方の子ども逹へのあたたかい愛情 と教育に対する情熱 を感 じ,私自身を振 り






このような学びの時ralと場 を頂けたことに, かヽ ら感謝申 し上げます。季節を
感 じながら,ゆっくりと流れる時の中で,じっくりと思考を巡 らすことができた
2年間は,私にとつて生涯の宝物 となりました。ここで出会つた客様 との思い出
を,いつまでも,大切にしてまいりたいと思います。また,本研究を範 して学ん
だことを,今後の教育活動に活かせるよう努力を重ねてまいりたいと思います。
千茂 28年2月18
熱 海 修
?
?
?
ありがとうございました。
